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戦間期その 2：
「貧困」の克服，合理と非合理

バ ウハウスのあったデッサウで

は1931年，市議会・州議会の

選挙でナチスが議席を増やし絶対多

数を占めるようになった．ナチス政権

が確立した32年に，州政府はナチス

の動議を採択してバウハウスの閉鎖

を決定した．ナチスは，バウハウスが

育んだインターナショナリズム・モダ

ンを「非ドイツ的」「ボルシェビキ的」

として憎悪・排除した．1934年のナ

チ・ニュルンベルク党大会の《光のカ

テドラル》は，そのプランナー建築家

であったA・シュぺーアの新古典主

義の法則に則って，サーチライトを等

間隔に並べ，空に向かって垂直に光

のビームを放射するスペクタクルであ

った．これは立体主義からバウハウ

スにいたる斜線が輻輳化し分節す

る，光の多様な運動性とは対極にあ

る．この光の垂直上昇性と，33年に

建設が開始された「アウトバーン」の

水平的広がりとを重ねてみるとナチ

スの空間がシンボライズできる．

サーチライトによる都市スペクタク

ルと言えば，ニューヨーク・マンハッ

タンのスカイスクレーパーである．

1930年にアール・デコの頂点と言わ

れる《クライスラー・ビル》，31年には

《エンパイア・ステート・ビル》が完成

し，33年に公開された映画《キング

コング》の，キングコングがエンパイ

ア・ステート・ビルに登るシーンは，

大恐慌下であったにもかかわらず，

アメリカの大量生産・大量消費の社会

イメージを印象づけた．アメリカは，

今世紀初頭に世界第一の工業国とな

り帝国主義段階に入りかけたが，ま

だ地域的な覇権しか行使していなか

った．世界化の起点は第一次大戦へ

の参戦であり，そこでヨーロッパの普

遍主義を内面化し，世界覇権のイデ

オロギーを身につけていった．

マサチューセッツ州に生まれた

B・フラーは空輸可能な《ダイマキシ

オン・ハウス》を考案し，1933－35
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年には「翼のない飛行機」と呼ばれた

《ダイマキシオン・カー》を試作．当時

流行ったリシェイプの流線型パッケー

ジ・デザインではなく，流体力学の構

造研究の成果として，また熱処理され

たアルミ合金の利用によって，フラー

の計画は具体化された．このことは

アメリカ輸送機関史上に一つのエポ

ックを形成し，アルミ合金の使用は，

大規模な航空機産業の幕開けを促し

た．アメリカは，T型フォードから映

画・ラジオ・電化製品・広告の伸長に

よって「貧困に対する最終勝利」を信

じたが，大恐慌によって35年には

1500万人の失業者を生み出した．

1920年代から量産大衆車の製作を

「夢」としていたF・ポルシェは，33年

ヒトラーの依頼を受けて，国民のた

めの車《フォルクスワーゲン・ビート

ル》の設計を始めた．年来のコンセ

プトによる試作を重ね，3 8年に

《VW38》というプロトタイプが製作

されたが，39年のポーランド侵攻に

よって第二次大戦が始まり，ドイツ国

民には一台も手に入らなかった．ヒ

トラーは，遡ること33年のベルリン・

モーター・ショーの演説で，国民の貧

富の差をなくす文明の利器として「国

民大衆車」の生産を呼びかけていた．

1936年のスペイン内戦は，第二次

世界大戦の序曲と言われ，また「戦争

と革命の時代」と呼ばれるこの30年

代は，A・ブルトンが24年に「シュル

レアリスム第1宣言」，30年に「第2宣

言」を発表して，いわばその星雲状の

エネルギーを発散していた．この「宣

言」をめぐる時代は，これまで記して

きたように，ヴェルサイユ体制への不

満，ロシア革命とスターリニズム，フ

ァシズムの台頭，スペイン内戦，第三

世界の胎動，というように，現代を画

する時期である．

シュルレアリストはその現実総体へ

の「拒絶」と「批判」をほとんど身体的

痙攣として表明してきた．その現実に
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対する激しい拒絶は，意識には無意

識を，正気には狂気を，労働には遊戯

を，また服従には暴力を，といった提

起に代表されるが，性急ゆえに現実

から遊離していかざるをえず，少数の

知識人の運動として囲い込まれてい

った．35年後半から36年にかけての

短期間にG・バタイユ，A・ブルトンを

中心に「コントル・アタック」が結成さ

れ，その政治的アピールには「たとえ

どんな形にせよ，国家ないし祖国の

観念のために革命をまるめこもうとい

うような一切の傾向に敵対し」ようと

する意志が明らかにされている．この

根源的な変革への意志は，「世界の変

革」と「人生を変えること」をつなぐ実

践環だけが保証していくものだった．

美術におけるシュルレアリスムとは

何か，ということについてはブルトン自

身明快にはしなかったが，まず無意

識を表象する「自動記述」があり，それ

に即した「自動デッサン」が絵画レヴ

ェルで実践された．A・マッソン，J・ミ

ロ，マッタといった画家がそうである．

また「デペイズマン（意味の転位）」と

いう，M・デュシャンやマン・レイらダダ

イストを発祥の元とする考えは，M・

エルンストらのコラージュ技法につな

がり，美術におけるシュルレアリスム

は二つに分かれていった．「自動デッ

サン」は，後にJ・ポロックらアメリカ抽

象表現主義絵画に強い影響を与え，

「デペイズマン」は，エルンストを別格

としてS・ダリ，R・マグリット，P・デル

ヴォーの図像はその具体性において，

第二次大戦後のグラフィック広告の文

法に吸収されていった．
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